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9 / 1石　岡

　　　　74,835 人（―42）
男　　　37,199 人（―18）
女　　　37,636 人（―24）
世帯数　31,066 世帯（＋ 38）
（　）内は前月との比較

人の動き【8/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳
出生 43　     転入 190 
死亡 96　     転出 179 

▲ 7月 27、28 日に行われた八坂神社祇園祭（柿岡のおまつり）の様子



は
じ
め
に

　
本
年
１
月
４
日
、
石
岡
市
役
所

新
庁
舎
が
開
庁
し
ま
し
た
。
こ
の

庁
舎
は
、
行
政
の
府
あ
る
い
は
防

災
の
拠
点
に
加
え
、
広
く
市
民
に

開
か
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
ま

さ
に
「
市
民
の
お
役
に
立
つ
所
」

と
し
て
、多
く
の
ひ
と
が
集
う「
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
」
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
職
員

共
々
全
体
の
奉
仕
者
の
精
神
に
立

ち
返
り
、
市
民
目
線
・
お
も
て
な

し
の
心
・
チ
ェ
ン
ジ
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
意
を

尽
く
し
ま
す
。

45
年
ぶ
り
の
国
体
開
催

　
本
年
９
月
28
日
か
ら
国
民
体
育

大
会
が
、
本
県
で
45
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
が
正
式
種
目
と
し
て
の
会
場

と
な
り
、
さ
ら
に
は
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
５

種
目
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
全
体

で
気
運
を
盛
り
上
げ
、
最
大
限
の

お
も
て
な
し
に
よ
り
、
選
手
、
観

客
の
皆
様
を
歓
迎
し
、
大
会
を
成

功
に
導
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

本
市
の
現
状

　
現
在
、本
市
の
最
大
の
課
題
は
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
へ
の
対

策
で
す
。
合
併
当
初
か
ら
人
口
は

約
８
千
人
減
少
、
１
年
間
の
出
生

数
は
５
０
０
人
を
下
回
り
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
３
割
を

超
え
て
い
ま
す
。

　
石
岡
市
が
「
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
で
あ

る
た
め
に
は
、「
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
施
策
」
と
「
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
の
施
策
」
の
２
つ
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
基
づ
き
、
迅

速
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、 

人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
を
悲
観
的
に
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
量
か
ら
質
へ

の
大
き
な
転
換
を
図
る
も
の
と
考

え
、
そ
れ
に
基
づ
く
対
応
も
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
て

ま
い
り
ま
す
。

み
ら
い
創
造
プ
ラ
ン

　
令
和
元
年
度
は
、「
み
ら
い
創

造
プ
ラ
ン
」
の
２
年
目
の
年
で
あ

り
、
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
様
々
な
事

業
を
本
格
的
に
推
進
す
る
年
度
で

す
。
行
政
経
営
に
お
け
る
資
源
の

徹
底
し
た
「
選
択
と
集
中
」、
他

自
治
体
や
企
業
、
市
民
と
の
「
連

携
と
協
働
」
に
よ
り
、「
み
ら
い

創
造
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
を
加

速
し
、
新
し
い
価
値
観
を
創
造
し

ま
す
。

石
岡
市
の
未
来
の
た
め
に

　
石
岡
市
の
未
来
を
担
う
の
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
な
が

ら
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

未
来
に
希
望
を
も
っ
て
、
夢
を
描

い
て
い
け
る
、
素
晴
ら
し
い
石
岡

市
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
創

り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
泉
文
彦
石
岡
市
長 

施
政
方
針  

抜
粋  

       　
　
　
　
　
　
　

     　
　

     （
平
成
31
年
２
月
26
日
）

市では、限られた財源の中で、地域の課題に的確に対応できるよう、
各種事業を進めています。本年度の予算の概要をお知らせします。

令和元年度  石岡市の予算特 集

予算特集

広報いしおか９月１日号　№３３４　　　２　　　　　　　



令和元年度  注目の事業紹介　 令和元年度
石岡みらい創造プロジェクトより

① 

結
婚
・
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
出
生
率
の
向
上
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し

て
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
子
育

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
充
実
と
子
育
て
に
係
る
経
済

的
負
担
へ
の
支
援
が
必
要
で

す
。

　
少
子
化
と
多
様
化
す
る
子
育

て
需
要
に
対
し
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

を
整
え
、
子
育
て
世
代
に
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

▲ 産後ケア事業

◆ 子どもの森整備推進事業
　【新規】　　　     1,980 千円

総合的な子育て支援を展開する拠
点の機能等に関する調査を実施

◆ 不妊治療費助成事業
　 【拡充】　　　    3,750 千円

特定不妊治療助成に加え、県助成
事業対象外の不妊検査等に要した
費用の一部を助成

◆ 妊婦タクシー利用補助事業
　【新規】 　　　　　 500 千円

妊娠 28 週以上の妊婦が健診・出
産で利用するタクシー運賃の一部
を助成

② 

教
育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
石
岡
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
、

歴
史
が
あ
り
、
地
域
の
資
源
を

活
用
し
た
、
市
な
ら
で
は
の
教

育
を
推
進
で
き
る
環
境
が
あ
り

ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
健
や
か
に
育

ち
、
豊
か
な
心
と
生
き
る
力
、

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
ら
れ

る
よ
う
未
来
の
担
い
手
育
成
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
と
連
携
し
、
児

童
・
生
徒
が
い
き
い
き
と
学
べ

る
創
意
と
活
力
に
満
ち
た
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲ 子ども図書館本の森での読み聞かせ会

◆ 学校施設環境改善事業
　【新規】 　　　　 10,000 千円

中学校の特別教室へ令和 2 年以降
計画的に空調を整備するための設
計を実施

◆ ICT 環境整備事業
　【拡充】　　　   19,553 千円

市内全小学校にタブレットを配備
し、ICT 教育を計画的に推進

◆ 図書館創立 130 周年記念事業
　【新規】　　　  　2,417 千円

関東随一の歴史を擁する市立中央
図書館が創立 130 周年を迎えるに
あたり、「記念誌の発刊」「講演会」

「企画展・展示」の 3 事業を実施

予算特集

　　　　　　　３　　　広報いしおか９月１日号　№３３４



令和元年度　注目の事業紹介

④ 

魅
力
ア
ッ
プ
観
光
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
石
岡
市
に
は
、
豊
か
な
自
然

や
歴
史
・
文
化
な
ど
の
様
々
な

地
域
資
源
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
の
魅
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市

内
外
に
情
報
発
信
を
す
る
こ
と

で
、
交
流
人
口
の
更
な
る
増
加

を
図
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
首
都
圏
の
な
か
で

も
個
性
輝
く
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲ サイクリングイベント（ライドツアー）

◆ りんりんタウン構想推進
　 事業 【拡充】 　  5,999 千円

サイクルラックの整備拡充、マッ
プ作成、イベントの開催など、り
んりんタウン構想に基づく取り組
みを実施

◆ 総合支所庁舎有効活用推
　 進事業【新規】

14,192 千円
総合支所の余剰スペースを活用し
市民に開かれた環境を実現するた
めの基本設計・実施設計を実施

◆ 石岡のおまつり魅力アップ
　事業【拡充】     18,790 千円

山車獅子位置情報サービス多言語
化を行い、外国人観光客等に向け
た環境を整備

③ 

雇
用
・
産
業
充
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
働
く
世
代
の
転
出
抑
制
、
転

入
促
進
の
た
め
、
雇
用
の
創
出

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
の
強
み
を
生

か
し
、
農
業
や
商
業
の
振
興
、

企
業
誘
致
な
ど
、
産
業
の
振
興

を
支
援
し
ま
す
。

　
市
内
の
就
業
機
会
の
拡
大
を

図
り
、
働
く
世
代
に
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

▲ 柏原工業団地

◆ 石岡市プレミアム付商品
　 券発行費補助事業 【新規】

13,750 千円

市内消費喚起を図るため、市内商
工業団体が実施するプレミアム付
商品券発行費の一部を補助

◆ 製造業水道使用料金助成
　 事業 【新規】　  8,200 千円
既存企業の定着化と企業誘致等を
図るため、年間水道使用量 5,000
㎥を超える市内製造業者に対し水
道料金の一部を助成

◆ 石岡セレクション認証事業
 　【新規】　　　  　  150 千円
市内事業所等が生産・製造・加工・
販売を行う、魅力ある農林水産物・
加工品等の認証制度構築を検討

予算特集
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令和元年度　注目の事業紹介

⑤ 

安
全
・
安
心
・
快
適
生
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
日
常
に
お
け
る
安
全
へ
の
備

え
が
重
要
だ
と
強
く
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
防
災

行
政
無
線
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
防
災
や
防
犯
に
関
す
る

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
生
活
の
向
上
や

産
業
の
振
興
に
欠
か
せ
な
い
都

市
基
盤
の
充
実
を
図
り
、
快
適

で
活
力
の
あ
る
都
市
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

▲ 地域を舞台とした防災訓練

◆ 防災行政無線更新及び戸別
     受信機配備事業 
　 【新規】 　　    321,173 千円

防災行政無線「ぼうさいやさと」
のデジタル化更新、「ぼうさいい
しおか」の戸別受信機配備を行い、
防災行政無線の一元化に向けた整
備を実施

◆ 障がい者防災対策支援
　 事業 【新規】　  1,500 千円
避難時における適切な支援を図る
ため、視覚・聴覚の障害を有する
人で希望者に防災ベストを配布

◆ 総合防災訓練実施事業
 　【継続】　　　     4,680 千円

大規模災害を想定した総合防災訓
練を庁舎で実施することで、庁舎
の防災機能や緊急時の対応を確認

⑥ 

生
涯
現
役
・
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
長
寿
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て

高
齢
者
比
率
は
増
加
し
続
け
て

い
ま
す
。
人
生
の
中
で
培
っ
て

き
た
豊
か
な
知
識
や
経
験
を
、

地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
視
点
が
重
要
と
な
り
、

生
涯
現
役
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
９
月
の
国
体
や

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

り
、
誰
も
が
健
康
に
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▲ 国体リハーサル大会

◆ 国体開催事業 
　 【拡充】 　　      83,195 千円
茨城県で 45 年ぶりとなる「いき
いき茨城ゆめ国体」において、バ
ドミントンとデモンストレーショ
ン競技 5 種目を、競技団体・ボラ
ンティア等と協力し実施

◆ 就労準備・家計改善支援
　 事業【新規】　  4,627 千円
生活困窮者に対する包括的な支援
体制を強化するため、自立相談支
援・就労準備支援・家計相談支援
を一体的に実施

◆ 地域医療対策事業
 　【新規】　　　        300 千円
石岡地域市民医療懇談会で課題と
された医師確保等の対策を検討す
るため、地域医療に係る対策を検
討する専門委員会を組織

予算特集

　　　　　　　５　　　広報いしおか９月１日号　№３３４



特
別
会
計
の
概
要

　
市
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に

九
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
法
律
の
規
定
に

基
づ
く
も
の
と
、
収
支
を
一
般
会

計
と
分
け
て
経
理
し
た
方
が
効
率

的
で
あ
る
た
め
に
設
け
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
特
別
会
計
予
算

額
は
２
０
８
億
２
４
１
１
万
円
で

対
前
年
比
1.6
％
増
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
特
別
会
計
で
予
算
額
が
大
き
い

も
の
と
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の

減
な
ど
に
よ
り
、
５
億
２
４
３
６

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
特
別
会
計
は

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増

な
ど
に
よ
り
、
５
億
７
１
９
５
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
社
会

情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
よ
り
効
率

的
で
適
正
な
事
業
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計　
予
算
総
額
は

            

３
３
２
億
３
０
８
０
万
円
（
前
年
度
比
3.7
％
増
）

市税
98 億 2,249 万円

（29.6%)

地方交付税
75 億 5,197 万円

（22.7%)

国庫支出金
53 億 1,163 万円

（16.0%)

市債
29 億 3,220 万円

（8.8%)

県支出金
22 億 7,377 万円

（6.8%)

地方消費税交付金
13 億 5,050 万円

（4.1%)

繰入金
12 億 5,600 万円

（3.8%)

地方譲与税
4 億 1,230 万円

（1.2%)

その他
13 億 7,728 万円

（4.2%)

332 億
3,080 万円

諸収入
9 億 4,266 万円

（2.8%)

歳入

一
般
会
計
の
概
要

　
一
般
会
計
予
算
額
は
３
３
２
億

３
０
８
０
万
円
で
、
前
年
度
比
で

11
億
７
０
８
０
万
円
、
3.7
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
（
一
般
会
計
）

　
歳
入
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
る
市
税
は
、
市
民
税
・

固
定
資
産
税
の
増
が
見
込
め
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
98
億
２
２
４
９
万

円
と
前
年
度
比
0.6
％
増
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

歳
出
（
一
般
会
計
）

　
歳
出
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
る
民
生
費
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
や
障
害
者

自
立
支
援
給
付
事
業
等
に
よ
り
、

１
２
２
億
７
０
４
万
円
と
前
年
度

比
7.7
％
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一般会計 歳入

令
和
元
年
度
の
特
別
会
計　
予
算
総
額
は

２
０
８
億
２
４
１
１
万
円
（
前
年
度
比
1.6
％
増
）

　
　
令
和
元
年
度
の
予
算
の
詳

　
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
公
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

　
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
財
政
課

　
　
℡
２
３・７
２
９
３　
　

予算特集
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民生費
122 億 704 万円

（36.7%)

土木費
48 億 2,797 万円

（14.5%)衛生費
36 億 3,598 万円

（10.9%)

公債費
31 億 4,266 万円

（9.5%)

教育費
28 億 1,960 万円

（8.5%)

総務費
27 億 2,777 万円

（8.2%)

消防費
16 億 8,728 万円

（5.1%)

農林水産業費
9 億 7,470 万円

（2.9%)

商工費
6 億 1,288 万円

（1.9%)

その他
5 億 9,492 万円

（1.8%)

332 億
3,080 万円

歳出

一般会計 歳出

特別会計 予算額 前年度比
国民健康保険特別会計 81 億 3,191 万円 ▲  5 億 2,436 万円

下水道事業特別会計 23 億 4,160 万円 1 億 7,327 万円

駐車場特別会計 2,808 万円 48 万円

農業集落排水特別会計 3 億 4,678 万円 ▲  299 万円

霊園事業特別会計 1,269 万円 ▲  490 万円

介護保険特別会計 79 億 4,089 万円 5 億 7,195 万円

介護サービス事業特別会計 3 億 1,274 万円 42 万円

後期高齢者医療特別会計 8 億 8,484 万円 4,755 万円

水道事業特別会計　※ 8 億 2,457 万円 6,444 万円

令和元年度特別会計（予算総額 208 億 2,411 万円）　会計別予算

主な項目の前年度比較

名 称 前年度比

市税 0.6% 増

地方交付税 12.8％ 増 

国庫支出金 26.3% 増

歳入

名 称 前年度比

民生費
7.7% 増

プレミアム付
商品券事業等

土木費
45.4％ 増 

上曽トンネル
整備事業等

衛生費
55.0% 増

霞台厚生施設
組合負担金等

歳出

 ※ 収益的支出と資本的支出の合計額を記載。

予算特集
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９
月
14
日
～
16
日
。
石
岡
の
ま
ち
が

一
年
で
一
番
、
活
気
づ
く
３
日
間
が

や
っ
て
き
ま
す
。

　
土
橋
町
と
玉
川
大
学
・

　
　
ド
レ
ク
セ
ル
大
学
の
交
流

　
２
０
１
７
年
９
月
17
日
、
玉
川
大
学

の
学
生
と
共
に
、
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
に
あ
る
ド
レ
ク
セ
ル
大
学
の
学

生
が
石
岡
市
の
土
橋
町
に
や
っ
て
来
ま

し
た
。こ
れ
は
両
大
学
に
よ
る
、グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
成
す
る
共

同
授
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
。毎
年
、

日
米
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
年
前
に
石
岡
の
お
ま
つ
り
に
参
加
し

た
学
生
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

--------------------------------------

や
か
な
祭
り
の
裏
に
は
、
何
か

月
も
前
か
ら
大
変
な
準
備
を
し

て
き
た
石
岡
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。そ
の
励
む
姿
に
と
て
も
感
動
し
た
。

縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
わ
た
し
た
ち
に
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
て
、
本

当
に
良
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
力
を
合

わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
で
き
る
、
人
の
あ
た
た
か
さ

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
見
て
、
き
っ
と
生
ま
れ
た
時
か

ら
石
岡
の
お
ま
つ
り
に
参
加
し
、
毎
年

の
お
ま
つ
り
の
成
功
に
向
け
て
、
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
肌

華

（写真説明）学生たちを受け入れるのは、大神輿の露払いを務める土橋町。土橋町が年番を務めた震災の年
の 2011 年には 64 軒でしたが、現在は 45 軒に。自分たちが大切にしているまつりを伝えたいと、今年も 9
月 15 日に、2 年前と同様、揃いの法

は っ ぴ

被を用意して、幌
ほ ろ

獅
じ し

子の巡行に参加する学生たちを迎えます。

日本とアメリカの学生がみた、
　　 私たちのまつり、石岡のおまつり

 一年で一番、石岡が熱くなる 3 日間。常陸國總社宮例大祭
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一年にわたる務めと誇り「年番町」
　町中にお出ましになった神様の分身をまつる

「御
お か り や

仮殿」を建て、もてなす町内のことを年番町と
いいます。年番制度は明治 35 年（1902 年）に始まり、
現在は 15 町内が一年交代で年番を担います。年番
町の仕事は、大神輿に連なる供奉行列の巡行ルート
の決定から御仮殿の建設、常陸國總社宮で行われる
奉納相撲や事前の清掃活動など多岐にわたります。
　供奉行列の巡行は、年番町によって何度もシミュ
レーションされ、分刻みのスケジュール。これは午
後２時～４時の間に、2000 人以上が一斉に常陸國
總社宮から年番町内に建てられた御仮殿までを移動
するため。当たり前のように進んでいくように見え
る、まつりの裏側には、１年にわたる年番町の周到
な準備があるのです。

今年の年番は、國分町
　石岡囃子には大きく分け
て、ゆったり目なテンポの
染谷流とテンポの速い三村
流と呼ばれる流派があり、
國分町のお囃子は染谷流。
10 人のひょっとこが傘を
もって山車の上で舞い踊る
10 人笠踊りは國分町のお
囃子の特色です。

まちが輝く、ハレの日のために
　國分町の山車を引くのは青年会の皆さん。会長を
務めるのは塙佳晃さん（30 歳）です。「子どもの頃
に憧れたのは、國分町の山車の上で踊る囃子衆と山

車を動かす青年会の大人たち。非日常のまちなかの
雰囲気に夢中でしたが、大人になって神事の意味を
理解していくと、まつりの大切な部分を次世代にど
う伝え、繋げていけるかを考えるようになりました」　
　塙さん率いる青年会では、昨年のまつり直後から
山車清掃に取り掛かっています。アク取り、ワック
ス塗り、総仕上げ。暑い日も寒い日も週 3 ～ 5 日、
多い時は週 7 で仕事終わりに作業し、全工程が終了
したのが 8 月下旬。中日 15 日夜の山車大行列では、
國分町の山車が先頭を切ります。1 年をかけて準備
したハレの舞台は必見です。

相町制度って？
　年番を務める 15 町内には「相

あいちょう
町」と呼ばれる特

に関係の深い町内があります。まつりの成功のため
に協力し合う相互扶助の仕組みです。
　山車や獅子に飾る提灯列に、一つだけ違う町内の
提灯。これが相町の証。國分町の相町は冨田町です。

お囃子交流イベント・グルメブースも
地元の人に教わる！「お囃子体験」
ところ：石岡駅西口直結ステーションパーク
地酒と食の豊かさ伝える「うまいもん広場」
ところ：HOTEL SOSHA 駐車場
駐車場を併設「駅東広場 屋台村」
ところ：駅東広場
詳しくは広報いしおか Facebook ページ▶

まつりを支える人々のこと

で
感
じ
て
育
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
な
と

思
う
と
羨
ま
し
か
っ
た
。
石
岡
の
子

ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
こ
の
お
ま
つ
り
を
守
り
続
け
て
い

く
こ
と
が
自
分
の
使
命
だ
と
思
う
だ
ろ

う
し
、
こ
の
伝
統
が
あ
る
故
郷
を
誇
り

に
思
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
誰
か

が
声
を
あ
げ
な
く
と
も
、
不
思
議
と
続

く
の
が
伝
統
な
の
だ
と
知
っ
た
。
石
岡

の
お
祭
り
で
は
大
勢
の
人
が
協
力
し
成

し
遂
げ
る
こ
と
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
、

そ
し
て
成
功
す
る
達
成
感
を
一
緒
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た
（
第
５
回
玉
川
大
学

と
ド
レ
ク
セ
ル
大
学
の
共
同
授
業
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
７
年
度
報
告
書
よ
り
）

--------------------------------------

　
今
年
も
、
再
び
、
ま
つ
り
を
支
え
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
学
び

に
、
日
米
の
学
生
36
名
が
石
岡
に
や
っ

て
き
ま
す
。

　
２
年
前
、
巡
行
を
終
え
て
会
所
に
戻

る
と
、
手
づ
く
り
の
お
に
ぎ
り
や
味
噌

汁
が
用
意
さ
れ
、
土
橋
町
婦
人
部
の
心

の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
で
、
学
生
た

ち
は
迎
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
言
葉
が

通
じ
な
く
て
も
お
互
い
の
気
持
ち
が
通

じ
合
っ
た
瞬
間
。

　
今
年
も
、
土
橋
町
で
は
「
な
ぜ
、
ま

つ
り
を
や
る
の
か
」
を
伝
え
る
こ
と
を

大
切
に
学
生
た
ち
を
受
け
入
れ
ま
す
。

今年はフォトコンテストの新企画も登場。私たちのまちのまつりの素晴らしさを一緒に発信していきましょう！
（詳しくは裏表紙へ）

國分町女子部。手話を取り入れた囃子言葉は見事に揃っ
ています。各町内の愛にあふれた囃子言葉にも注目です。
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を
得
た
魚
の
ご
と
く
、
力
強
く
伸
び

や
か
な
泳
ぎ
を
見
せ
て
く
れ
る
の

は
、
市
内
に
暮
ら
す
坂
本
杏あ

ん
ずさ

ん
（
25
歳
）。

　
昨
年
の
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
（
第
18

回
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
の
女
子
バ
タ
フ

ラ
イ
25
ｍ
の
部
で
15
秒
79
の
大
会
新
記
録
を

出
し
、見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
50
ｍ
背
泳
ぎ
、

２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
も
優
勝
。

　
10
月
に
行
わ
れ
る
、
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め

大
会
に
も
出
場
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

水
泳
を
始
め
た
き
っ
か
け 

　

杏
さ
ん
は
、
週
５
日
、
市
外
の
作
業
所

に
勤
務
し
、
仕
事
終
わ
り
や
休
日
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

水
泳
を
始
め
た
の
は
小
学
５
年
生
の
と

き
。
弟
さ
ん
の
通
う
水
泳
教
室
の
体
験
会
に

参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
下
の
子
よ
り
も
夢
中
に
な
っ
て
、
好
き
な

も
の
を
見
つ
け
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す

ね
。
た
だ
自
閉
傾
向
と
知
的
の
遅
れ
が
あ
っ

た
の
で
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
『
大
丈
夫

で
す
よ
』
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
か

ら
放
課
後
に
石
岡
駅
前
の
水
泳
教
室
に
通

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
ご
両
親
は
話

し
ま
す
。

大
会
に
出
て
、
広
が
っ
た
世
界

　
大
会
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成

24
年
の
岐
阜
大
会
か
ら
。
杏
さ
ん
が
18
歳
の

時
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
出
た
の
は
、東
京
、

和
歌
山
、
岩
手
、
そ
し
て
福
井
大
会
。
出
場

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
と
知
り
合
い
、
出

か
け
る
場
所
も
増
え
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
土
浦
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
急
か
さ
れ
る
の
が
苦

手
と
い
う
杏
さ
ん
。
指
導
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
は
「
練
習
の
時
に
は
マ
イ
ペ
ー
ス
に

泳
ぐ
け
れ
ど
、
試
合
に
な
る
と
、
す
ご
く
早

く
な
る
。水
を
捉
え
る
の
が
上
手
な
ん
で
す
」　

と
話
し
ま
す
。

　
杏
さ
ん
に
茨
城
ゆ
め
大
会
へ
の
目
標
を
尋

ね
る
と「
さ
ら
に
タ
イ
ム
を
縮
め
る
こ
と
」。　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
大
好
き
な
水
泳
を
続
け

て
き
た
結
果
、
杏
さ
ん
の
世
界
は
大
き
く
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

水
泳
が

　
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
世
界

2019 いきいき茨城ゆめ大会
とき　令和元年 10 月 12 日～ 10 月 14 日　　ところ　県内 11 か所

▲練習中の坂本杏さん。出場する水泳競技は笠松運動公園（ひ
たちなか市）で行われ、10 月 12 日午後のバタフライ 25m の
部など 3 部門に出場予定です。がんばれ！杏さん

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性

水

　平成 12 年までは別々に開催さ
れていた「全国身体障害者スポー
ツ大会」と「全国知的障害者スポー
ツ大会（ゆうあいピック）」を統
合して、平成 13 年に第 1回の全
国障害者スポーツ大会が宮城県で
開催されました。以降、毎年国民
体育大会終了後に開催されていま
す。市内からは陸上競技で松﨑雄
大さん、サウンドテーブルテニス
で額賀勝彦さんが出場するほか、
車いすバスケットボールなど団体
競技でも多数の市民の皆さんが参
加予定です。
開催日程　10月 12日土～14日月
会場地　県内 11 か所
試合情報は
　二次元コードから▶
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2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

スポーツ体験をしてみませんか

今年 4 月に開校。茨城県立石岡特別支援学校

　旧八郷南中学校の校舎を改装し、小学部か
ら高等部まで 154 人の児童・生徒が学んでい
ます。石岡市内はもちろん、小美玉市、つく
ば市などからも通っています。
　旧八郷南中学校で大切にしてきた校訓「自
主・博愛・創造」を引き継ぎ、地域とのつな
がりのある教育活動を展開することを目指し
ています。
　11 月は学校公開日や文化祭を行います。
日にちは後日お知らせします。
問石岡特別支援学校　℡ 42‒3570

　　　　　　　１１　　広報いしおか９月１日号　№３３４

参加者募集
フライングディスク
　全国障害者スポーツ大会の正式競技で、参
加する障がい者が同じグループで競技する唯
一の競技です。

　

日時：不定期
場所：杉並スポーツ広場
問社会福祉課　℡ 23‒5569

参加者募集
車いす卓球
日時：毎週日曜日  午後 1 時～ 5 時
場所：勤労青少年ホーム
問石岡卓球クラブ（担当：中島）
　℡ 090-4821-9566

参加者募集
スルーネットピンポン
日時：毎月第 3 日曜日 
　　　午後 1 時～ 4 時 30 分
場所：国府地区公民館
※当日飛び入り参加 OK ！
問茨城県スルーネットピンポン協会
　（担当：額賀）℡ 22-2223

参加者・ボランティア募集
　石岡市障がい者スポーツ大会
　市内の障がい者福祉施設の利用者や、在宅
で暮らす障がいのある方を対象としたスポー
ツ大会です。輪投げ、車椅子競争や綱引き競
技など行います。参加者と競技者の補助など
大会運営のお手伝いをしてくれるボランティ
アを募集しています。
　当日は、観覧自由ですので、ご家族、ご友
人とお誘い合わせの上、ご来場ください。
日時：10 月 26 日土
　　　午前 10 時～午後４時
場所：石岡運動公園体育館
申込期限：9 月 13 日金
問社会福祉課　℡ 23‒5569

▲市内からは石井勝さん、福村泰子さん、惣野代健
二さんがいきいき茨城ゆめ大会に出場します。

▲学校近くで農業を営む黒澤晋一さんの「くろねこ
農園」に出かけて玉ねぎの収穫をしました。地域の
方々が先生の、地場産業の体験授業の一環です。



広報いしおか９月１日号　№３３４　　１２　　　　　　　

　平成 17 年 10 月 1 日に、旧石岡市と旧八郷
町が合併して、石岡市になったことを記念し
て、10 月 1 日を石岡市民の日に制定しました。

石岡市表彰式典
▶市政に対する功労者や、これまで石岡市の
　発展にご尽力いただいた方々を表彰します。
日時：10 月 5 日土　午前 10 時から
場所：石岡市役所 本庁舎
問秘書広聴課　℡ 23‒7274

市民であれば、市内施設で以下のサービスが
受けられます。身分証明書をご持参ください。
ふれあいの里石岡 ひまわりの館 
▶ 10 月 5 日土・6 日日のみ、ふれあい浴室、
　ターゲットバードゴルフ場を 2 日間無料開
　放。レストラン「のほほん亭」で店内食事
　メニュー 50 円引き。
問ふれあいの里ひまわりの館　℡ 35‒1126
茨城県フラワーパーク
▶ 9 月 29 日日・10 月 1 日火のみ、入園料無料。
問県フラワーパーク　℡ 42‒4111
常陸風土記の丘
▶ 10 月 1 日火のみ有料エリアを無料開放
問常陸風土記の丘　℡ 23‒3888
つくばねオートキャンプ場
▶ 10 月 1 日火～ 31 日木まで、申込代表者
　が市民であれば宿泊施設利用料半額。
問つくばねオートキャンプ場　℡ 42‒2922
まち蔵 藍
▶ 10 月 1 日火は、終日ドリンク 1 杯半額。
問まち蔵 藍　℡ 23‒8723
やさと温泉ゆりの郷
▶ 10 月 1 日火は、ドリンク 1 杯無料。
問やさと温泉ゆりの郷　
℡ 42‒4126

市民史跡めぐり
▶茨城のスポーツの発展がテーマです。

（申込方法は次号以降でお知らせします）
日にち：10 月 27 日日
問文化振興課　℡ 43‒1111（内線 1324）

10 月 1 日は、石岡市民の日

Information

市民の日記念講演会
「テキスタイルデザイナー
　　　　  須藤玲子さん講演会」
日時：10 月 5 日土 午前 11 時から
場所：石岡市役所 本庁舎
問秘書広聴課　℡ 23‒7274

須藤玲子さんプロフィール
石岡市生まれ。武蔵野美術大学工芸工業
デザイン学科デキスタイル研究室助手を
経て、株式会社「布」の設立に参加。現在、
取締役デザインディレクター・東京造形
大学名誉教授。日本の伝統的な染織技術
から現代の先端技術までを駆使し、新し
いテキスタイルづくりを行う。作品は国
内外で高い評価を得ており、ニューヨー
ク近代美術館、メトロポリタン美術館、
ボストン美術館、東京国立近代美術館工
芸館など、22 の美術館に永久保存され
て い る。 代 表 作
に マ ン ダ リ ン オ
リエンタル東京、
東 京 ア メ リ カ ン
クラブ､ TORAYA 
TOKYO のテキス
タ イ ル デ ザ イ ン
など。 2015 年か
ら 石 岡 市 ふ る さ
と大使。

（撮影 田村孝介）



　　　　　　　１３　　広報いしおか９月１日号　№３３４

令和元年度 
石岡市職員採用試験（障がい者対象）ご案内
募集期間：９月２日月～ 27 日金

（土日祝日除く。午前８時30分～午後５時15分）
１次試験日：10 月 27 日日

募集職種：一般事務職

採用人数：1 人程度

受験資格
(1) 昭和 59 年４月２日から平成 14 年４月１
日までに生まれた人で高等学校または同等以
上の学歴を有する人、または令和２年３月
31 日までに卒業見込みの人 
(2) 次に掲げる手帳等の交付を受けている人

（選考日までに交付見込の人を含む） 
・身体障害者手帳の交付を受け、障害の程度
が１級から６級までの人 
・療育手帳の交付を受けている人 

・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けてい
る人 
※受験の際に配慮などが必要な場合には、申
し込み時に事前にご連絡ください。

試験方法 
1 次試験：教養試験 （高校で履修した程度の
問題）・作文試験 ・口述試験 
※点字器、点字タイプライター、ルーペ、拡
大読書器、補聴器、照明等の補助器具類が必
要な人は持参してください。 

申込方法：「試験案内」は市役所（本庁）・支
所総務課またはホームページから取得できま
す。申込書類に必要事項を記入し、本庁総務
課に持参または郵送で申し込んでください。

問本庁 総務課　℡ 23‒1111（内線 7247）

ハローワーク障がい者面接会
日時：９月 27 日金
　　　午後１時～３時 30 分
場所：ホテルグランド東雲
　（つくば市小野崎 488‒1）
問ハローワーク石岡　℡ 26‒8143

身体障がい者向け相談・支援制度
結婚相談　面談の上、会員登録し、会員登録
　者には交流会の開催を案内します。
就労相談　就労、生活全般に関する相談、各
　種支援制度を案内します。
対　象：身体に障がいのある人
相談日：月～金（祝祭日・年末年始は除く）
時　間：午前 10 時～午後３時
場　所：茨城県総合福祉会館２階

（水戸市千波町 1918）
※結婚相談は要予約
--------------------------------------------------
ジパング倶楽部特別会員制度　JR 線を「片
道・往復・連続」で 201km 以上利用する場
合、特急券・グリーン券・座席指定券が 2 ～
3 割引きで購入可（新幹線「のぞみ」「みずほ」
など一部対象外あり）。 
対　象：満 60 歳以上の男性、満 55 歳以上の
女性で身体障害者手帳をお持ちの人
年会費：1,350 円（10 月からは 1,400 円）
時　間：月～金 午前 10 時～午後３時
場　所：茨城県総合福祉会館２階
※来館の際は要予約
問茨城県身体障害者福祉協議会
　℡ 029‒243‒7010　FAX 029‒243‒7018

Information



ま ち の 話 題
サイクリングで楽しく健康に！
市役所で講演会＆ライドイベントを開催

 7
　20

高浜小、三村小、関川小の児童たち
高浜駅にサルビアの花を贈呈

 7
　12

　
昨
年
３
月
で
閉
校
と
な
っ
た
旧
城
南
中

学
校
学
区
の
高
浜
・
三
村
・
関
川
小
の
児

童
た
ち
が
各
小
学
校
で
育
て
た
花
を
Ｊ
Ｒ

高
浜
駅
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
７
年
ほ
ど
前
に
高
浜
小
か

ら
始
ま
り
、
そ
の
２
年
後
に
は
旧
城
南
中

学
校
を
含
め
た
４
校
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
旧
城
南
中
学
校
が
廃
校
に
な
っ

た
昨
年
か
ら
も
小
学
校
３
校
に
よ
り
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
提
供
さ
れ
た
花
々
は
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
よ
り
手
入
れ
さ
れ
、
高
浜
駅

の
利
用
者
を
癒
し
ま
す
。　

広報いしおか９月１日号　№３３４　　１４　　　　　　　

　
今
年
３
月
に
市
が
策
定
し
た
「
石
岡
市
り
ん
り
ん

タ
ウ
ン
構
想
」
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「“
暮

ら
し
”
の
中
の
自
転
車
活
用
の
整
備
」「“
観
光
振

興
”
に
お
け
る
自
転
車
活
用
の
推
進
」
を
実
現
す

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
「
み
ん
な
がEnjoy

で
き
る

CyclingLIFE

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
自
転
車
評
論
家
の
疋ひ

き
た田
智さ

と
しさ
ん
と

サ
イ
ク
ル
ラ
イ
フ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
絹
代
さ
ん
に
よ

る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
生
活
の
中
に
自
転

車
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
る
効
果
や
、
海
外
で
の

自
転
車
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、

講
師
自
身
の
体
験
談
を
交
え
た
話
題
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
２
部
と
し
て
行
わ
れ
た
市
役
所
発
着
の
約
15
㎞

に
及
ぶ
ラ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
市
民
な
ど
約
60
人
が

参
加
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
最
適
な
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
に

乗
り
、
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
常
陸
風
土

記
の
丘
、
常
陸
國
總
社
宮
や
石
岡
の
街
並
み
な
ど
を

巡
り
ま
し
た
。
看
板
建
築
な
ど
の
見
学
ス
ポ
ッ
ト
で

は
、歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ガ
イ
ド
も
行
わ
れ
、

石
岡
市
の
歴
史
と
自
然
を
体
感
で
き
る
催
し
と
な
り

ま
し
た
。

　

職
場
の
友
人
と
参
加
し
た
伊
藤
宏
隆
さ
ん(

24

歳)

は
、「
自
転
車
に
乗
っ
た
の
は
中
学
生
以
来
。

普
段
な
か
な
か
乗
る
機
会
が
無
か
っ
た
自
転
車
で
し

た
が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
と
て
も
楽
し
く
、
健
康
に

も
良
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
知
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
も
、
生
活
の
一
部
に
自
転
車
を
取
り

入
れ
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

継
続
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。



安全で住みよいまちを実現するため
「石岡市安全・安心まちづくり市民大会」開催

７
　27

　
市
・
石
岡
警
察
署
・
市
教
育
委
員
会
が
協

力
し
毎
年
開
催
し
て
い
る
こ
の
大
会
は
、
今

年
で
第
８
回
を
迎
え
ま
し
た
。　

　
不
当
要
求
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
で
は
「
相

手
の
要
求
を
正
確
に
確
認
し
、
必
ず
複
数
人

で
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
す
の
は
県

暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
の
橋
本
康
一
郎
専

務
理
事
。

　
ま
た
、
市
民
９
０
０
人
が
登
録
す
る
見
守

り
活
動
「
エ
ン
ゼ
ル
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
事
例

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
や
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
防
犯

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。　

　　　　　　　１５　　広報いしおか９月１日号　№３３４

「平和大使派遣事業」結団式
過去を知り、平和の尊さを感じ、次の世代へ

７
　23

　
市
が
実
施
す
る
こ
の
事
業
は
、
平
和
の
大

切
さ
を
伝
承
す
る
新
た
な
語
り
部
を
育
て
る

た
め
、
５
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
市

内
中
学
２
年
生
の
代
表
10
名
が
、
長
崎
市
で

行
わ
れ
る
平
和
祈
念
式
典
へ
の
参
列
や
被
爆

地
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
戦
後
74
年
と
な
る
今
年
平
和
大
使
と
し
て

参
加
す
る
園
部
中
学
校
の
伊
藤
彩
斗
さ
ん
は

「
現
地
に
行
っ
て
、
実
際
に
目
で
見
て
学
ん

だ
こ
と
を
、
多
く
の
人
た
ち
に
自
分
の
言
葉

で
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
参
加
に
あ
た
っ
て

の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。　

石岡小学校 PTA 主催コンサート
うたうたいりりぃさん、音楽の楽しさ伝える

 ７
　 ５

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
成
人
教
育
委
員
会
主
催
で
全
校
児

童
を
対
象
に
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、

う
た
う
た
い
り
り
ぃ
さ
ん
（
市
内
在
住
）
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
都
内
で
活
動
す
る
音
楽
家

シ
ー
ナ
ア
キ
コ
さ
ん
を
招
き
、
児
童
ら
と
一

緒
に
な
っ
て
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
音
楽
会
。
か
っ
こ
よ
く
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

た
校
歌
の
歌
声
が
体
育
館
に
響
く
と
、
大
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
り
り
ぃ
さ
ん
は
、
弾

き
語
り
ラ
イ
ブ
を
行
う
ほ
か
、
親
子
向
け
の

音
楽
会
も
企
画
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。



情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所 ℡ 43‒1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

市役所で、救急車などの展示

日時：９月７日㊏　午前 10 時～正午
場所：石岡市役所メロディアスホール
　　　および駐車場
内容
　①幼稚園児の救急絵画展 
　②救急車・救助工作車展示 
　③訓練 AED と人形を使った
　　心肺蘇生法体験 
　④ちびっ子防火衣着装体験  
問消防本部警防課 　℡ 23-0199

9 月 7日、
　　　救急フェア

9月 11日、その場で取り組みましょう！

▶市内全域でシェイクアウト訓練を実施し
ます。 防災行政無線から緊急地震速報が流
れますので、その場で「まず低く、頭を守
り、動かない」の 3 つの安全確保行動をとっ
てください。
シェイクアウト訓練とは
　その場で一斉に三つの安全確保行動「まず
低く、頭を守り、動かない」を行う地震対策
の訓練です。 

訓練日時
　９月 11 日㊌　午前 10 時（約１分間） 

訓練のアナウンスは、
　以下の手段でお伝えします。
　①防災行政無線
　②メールマガジン
　③市ホームページ 
問1防災対策課　℡ 23-7284

1 分間でできる防災訓練
シェイクアウト訓練

昨年は、石岡市民の 1 割以上、8,859 人が参加！

提供 : 効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

▼
９
月
16
日
�
は
石
岡
の
お
ま
つ

　
り
の
た
め
交
通
規
制
の
か
か
る

　
次
の
地
区
で
は
︑
当
日
決
め
ら

　
れ
た
ご
み
を
午
前
７
時
ま
で
に

　
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
︒ 

・
府
中
一
丁
目
～
三
丁
目

・
府
中
五
丁
目 

・
若
宮
一
丁
目 

・
総
社
一
丁
目
～
二
丁
目

・
国
府
一
丁
目
～
七
丁
目

注
意
／
お
ま
つ
り
期
間
中
に
各
町

　
内
か
ら
出
る
ご
み
は
分
別
し
て

　
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
し

　
て
く
だ
さ
い
︒

　
年
番
の
関
係
上
︑
交
通
規
制
の

　
範
囲
が
広
く
な
っ
た
た
め
対
象

　
地
区
が
変
更
に
な
り
ま
す
︒

問
1
生
活
環
境
課

　
℡
23
・
７
３
０
１

救急車などが間近で見られる！

おしらせ

ご
み
収
集
時
間
が

　
　
早
く
な
り
ま
す 

石
岡
の
お
ま
つ
り

広報いしおか９月１日号　№３３４　　１６　　　　　　　防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

駅の待ち時間、おまつりの時には
　石岡駅のかんばん横丁へ
　石岡ステーションパーク 1階バスターミ
ナルに食事処「かんばん横丁」があります。
焼き鳥、タコス、パスタにパンなど、お出か
け前の腹ごしらえにも、帰宅前の軽く一杯に
も、ぜひご利用ください。

メールマガジンで
　イベント情報を発信中　イベント情報　イベント情報を発信中発信中



日
時
／
10
月
12
日
㊏

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
児
童
セ
ン
タ
ー

　
︵
旭
台
３-

９-

21
︶ 

対
象
／
幼
児
親
子
︑
小
中
学
生

定
員
／
３
０
０
人

参
加
費
／
ゲ
ー
ム
券
３
０
０
円
・

　
模
擬
店
チ
ケ
ッ
ト
20
円
～

申
込
方
法
／
９
月
２
日
�
～
10
月

　
４
日
㊎
︑
児
童
セ
ン
タ
ー
に
申

　
し
込
み ︵
事
前
申
込
︶︒

問
児
童
セ
ン
タ
ー

　
℡
26
・
３
６
７
８

日
時
／
10
月
26
日
㊏

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
児
童
館︵
府
中
５︲７︲33
︶ 

対
象
／
幼
児
親
子
・
小
中
高
生

定
員
／
２
５
０
人

参
加
費
／
ゲ
ー
ム
券
・
模
擬
店
チ　

　
ケ
ッ
ト
各
20
～
１
０
０
円

※
前
売
り
購
入
は
特
典
あ
り
︒ 

購
入
方
法
／
９
月
10
日
㊋
～
当
日

　
に
児
童
館
で
購
入
︒

問
児
童
館

　
℡
22
・
３
８
５
８ 

日
時
／
10
月
５
日
㊏

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

場
所
／
気
象
庁
地
磁
気
観
測
所
構
内

　
︵
柿
岡
５
９
５
︶

対
象
／
小
学
生
以
上

内
容
／
①
講
演
会
︵
地
磁
気
観
測

　
所
長
・
研
究
官
︶

　
②
構
内
一
周
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
③
磁
気
実
験
装
置
で
地
磁
気
の

　
不
思
議
を
体
験

　
④
南
極
の
氷
の
展
示
︵
国
立
極

　
地
研
究
所
提
供
︶

問
気
象
庁
地
磁
気
観
測
所
総
務
課

　
℡
43
・
１
１
５
１

▼
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操

　
作
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
︒ 

日
時
︵
２
日
間
出
席
必
須
︶

①
９
月
28
日
㊏
︑
10
月
12
日
㊏ 

②
10
月
26
日
㊏
︑
11
月
９
日
㊏ 

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所
／
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
︵
水
戸
市
北
見
町
８-

12
︶ 

※
無
料
駐
車
場
有
り

料
金
／
１
０
０
０
円 

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父

　
も
し
く
は
寡
婦
で
２
日
間
出
席

　
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
初
心
者 

定
員
／
各
15
名
︵
応
募
者
多
数
の

　
場
合
は
抽
選
︶

※
２
歳
以
上
の
子
は
託
児
可
能
︒

　
︵
要
事
前
予
約
︶ 

申
込
期
限
／
①
９
月
13
日
㊎
ま
で 

　
　
　
　
　
②
10
月
11
日
㊎
ま
で

問
茨
城
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

　
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
℡
０
２
９・２
３
３・２
３
５
５

2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

母子健康手帳アプリ
　　　　　配信スタート
　今年度から母子健康手帳アプリを使
用した情報配信がスタート。
　スマホで気軽に妊娠・出産・子育て
に関する情報の確認や日々の記録がで
きます。

まち歩きの立ち寄りスポット「まち蔵藍」
開館時間：午前 10 時 30 分～午後 5時 30 分

広 告 掲 載 欄

子育て応援情報
児
童
館
ま
つ
り

イベント

児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ま
つ
り

イベント

ひ
と
り
親
家
庭
応
援

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
習

おしらせ

地
磁
気
観
測
所

　
　
　
一
般
公
開

イベント

　　　　　　　１７　　広報いしおか９月１日号　№３３４ 防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…



①
み
ん
な
の

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ 

▼
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
楽

　
し
く
プ
レ
イ
し
て
日
々
の
楽
し

　
み
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
初
心

　
者
に
は
楽
し
く
・
親
切
・
丁
寧

　
に
指
導
す
る
の
で
安
心
で
す
。

日
時
／
10
月
11
日
金
・
22
日
火
・

　
11
月
8
日
金
・
26
日
火
・
12
月

　
13
日
金
・
24
日
火 （
全
６
回
） 

　
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分 

講
師
／
Ｔ
Ｂ
Ｇ
認
定
指
導
員
有
資

　
格
者

定
員
／
60
人

②
ル
ー
ム
ぞ
う
り
作
り
教
室 

▼
い
ら
な
く
な
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
3

　
枚
、
色
と
り
ど
り
の
自
分
だ
け

　

の
ぞ
う
り
を
作
り
ま
す
。

日
時
／
10
月
2
日
・
9
日
水
（
全

　
2
回
）　
午
後
1
時
15
分
～
3
時 

　
（
2
回
参
加
で
一
足
の
ぞ
う
り　

　
が
出
来
ま
す
） 

講
師
／
塚
田 

ヒ
ロ
子 
氏 

教
材
費
／
１
０
０
円

定
員
／
10
人

①
・
②
共
通
事
項

申
込
方
法
／
9
月
3
日
火
～
13
日
金

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
に
、

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り

　
の
館(

月
曜
休
館)

　
℡
35
・
１
１
２
６

▼
初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
い
移

　
乗
・
移
動
介
助
の
介
護
研
修
会

　
を
開
催
し
ま
す
。
動
き
や
す
い

　
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
24
日
火・10
月
２
日
水

　
午
前
10
時
～
12
時

※
同
内
容
の
た
め
、
ど
ち
ら
か
一

　
方
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

会
場
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館
（
大
砂
１
０
５
２
７・６
）

定
員
／
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場

　
合
は
抽
選
）

申
込
期
限
／
９
月
13
日
金

※
プ
ラ
チ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
℡
22
・
２
４
１
１

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1 石岡市役所本庁舎　2 八郷総合支所 ℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

旭台会館 講座開講「想い、伝える講座」
初心者茶道講座（教材費 1,200 円）
日時：10 月３・10・17・24・31 日・11 月７日
　　　（木・午前 10 時～ 12 時）
講師：藤井 芳江 氏
女性のためのヨガ講座
日時：10 月 4・18 日・11 月 1・15 日・12 月 6・
20 日（金・午前 10 時 30 分～ 11 時 45 分）
講師：伊勢山 陽子 氏
はじめての大正琴講座（教材費 100 円）
日時：10 月４・18 日・11 月１・15 日（金・
午前 10 時～ 12 時）
講師：小林 正江 氏
基本書道講座（教材費 300 円）
日時：10 月 4・11・18・25 日・11 月 1・8 日

（金・午後 1 時 30 分～ 3 時）
講師：石川 淳 氏
初級中国語講座（教材費 200 円）
日時：10 月 1・15 日・11 月 5・19 日・12 月 3・
17 日（火・午前 10 時～ 11 時 30 分）
講師：韓 麗 氏

共通項目 ----------------------------------------
定員：10 人 ( 定員を超えた場合は抽選）
受付方法：９月６日金～ 20 日金に直接・電話・
℻・メールのいずれかで申し込み。
受付時間：午前９時～午後５時 ( 月曜休館 )
問旭台会館　℡ 26-1366　℻ 26-1780

 asahidai@smile.ocn.ne.jp

広報いしおか９月１日号　№３３４　　１８　　　　　　　

県フラワーパーク
ダリアまつり
9月 7日から

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄

移
乗
・
移
動
介
助

　
　
介
護
研
修
会

募　集

ひ
ま
わ
り
の
館

　
　
　
　

   

講
座

講　座



2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

▼
理
学
療
法
士
に
よ
る
、
運
動
器

　
の
機
能
向
上
を
目
的
と
し
た
軽

　
度
な
運
動
指
導
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
３
・
10
・
17
・
24
・

　
31
日
・
11
月
７
・
14
・
21
日
・

　
12
月
５
・
12
・
19
日
・
１
月
９
・

　
16
・
23
・
30
日
㊍
（
全
15
回
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

　
わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

　
で
心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら

　
運
動
制
限
を
さ
れ
て
い
な
い
人

講
師
／
林 

俊
人 

氏

定
員
／
30
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

申
込
方
法
／
９
月
４
日
水
～
10
日
火

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
℡
22
・
２
４
１
１

▼
在
宅
の
ね
た
き
り
高
齢
者
等
の

　
介
護
を
行
う
家
族
に
、
介
護
慰

　
労
金
を
支
給
し
ま
す
。 

対
象
／
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
の

　
項
目
に
該
当
す
る
人 

①
７
月
31
日
現
在
、
介
護
保
険
法

　
の
要
介
護
度
４
ま
た
は
５
（
相

　
当
す
る
人
を
含
む
）
に
認
定
さ

　
れ
た
被
介
護
者
と
同
居
し
常
時

　
介
護
し
て
い
る
人 

②
市
県
民
税
非
課
税
世
帯 

③
対
象
と
な
る
被
介
護
者
が
、
平

　
成
30
年
８
月
１
日
～
７
月
31
日

　
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

　
し
て
い
な
い
世
帯
（
年
間
10
日

　
ま
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
除

　
く
） 

申
請
期
間
／
９
月
２
日
�
～
30
日
� 

申
請
場
所
／
高
齢
福
祉
課
・

　
　
　
　
　
支
所 

市
民
窓
口
課 

問
♳
高
齢
福
祉
課 

　
℡
23
・
７
３
２
６

▼
左
記
の
期
間
に
お
い
て
、
保
守

　
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ご

　
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

　
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
９
月
２
日
�
～
10
日
火

問
♳
観
光
課

　
℡
23
・
７
７
４
１

▶認知症は、誰もがなる可能性のある病気で
　す。どんな病気なのかを学び、必要な制度
　を知っておくことで、安心してシニアライ
　フを送りましょう。

〈前半〉筑波大学附属病院臨床心理士の金田
裕子氏による認知症についての講話。

〈後半〉みとみらい法律事務所弁護士後藤直
樹氏によるシニア世代が知っておくべき制度
についての講話。 

日時：10 月 10 日木
　　　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分 
場所：ふれあいの里ひまわりの館
対象：市内在住、在勤者（原則、前半・後半
通して参加できる人）
定員：200 人（先着順）
申込方法： 10 月４日金までに直接または電
話で申し込み ( プラチナポイント対象事業 )
問地域包括支援センター 　℡ 35-1127 

人生 100 年時代　　

　～認知症とシニアライフ～

家
族
介
護
慰
労
金

　
　
支
給
し
ま
す

おしらせ

ゆ
り
の
郷

　
　
　
休
館
期
間

おしらせ

 9 月は認知症を知る月間。
　どんな病気なのかを学び、必要な制度を知っておきましょう！

　　　　　　　１９　　広報いしおか９月１日号　№３３４

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
教
室

募　集



▼
狭
あ
い
道
路
（
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

　
が
必
要
な
道
路
）
に
接
す
る
土

　
地
で
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合

　
道
路
の
中
心
か
ら
２
メ
ー
ト
ル

　
後
退
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
道
路
後
退
用
地
の
分

　
筆
測
量
や
塀
等
の
撤
去
に
対
す

　
る
助
成
制
度
を
設
け
、
後
退
用

　
地
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。 

※
分
筆
測
量
や
塀
な
ど
の
撤
去
が

　
す
で
に
完
了
し
て
い
る
場
合
は
、

　
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

助
成
額 

①
分
筆
測
量
補
助 

　
20
万
円
を
限
度
に
補
助 

②
既
存
塀
等
の
撤
去
補
助 

　
市
が
定
め
る
算
定
基
準
に
よ
り

　
補
助

対
象
者
／
建
築
行
為
の
あ
る
土
地

　
の
所
有
者 

申
込
方
法
／
協
議
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
上
、
関
係
書
類
と
共

　
に
申
し
込
み
。 

※
協
議
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。 

問
1
建
築
住
宅
指
導
課

　
℡
23
・
５
５
２
６ 

▼
草
木
の
生
い
茂
る
こ
の
季
節
は
、

　
空
き
地
の
雑
草
な
ど
に
よ
る
苦

　
情
が
毎
年
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。 

　
雑
草
繁
茂
に
よ
る
害
虫
発
生
や

　
不
法
投
棄
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

　
定
期
的
に
見
回
り
や
除
草
な
ど

　
を
行
い
、
快
適
な
生
活
環
境
づ

　
く
り
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
1
生
活
環
境
課
℡
23・７
３
０
１

　

2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
８
） 

▼
市
で
は
、
市
の
政
策
の
方
針
を

　
決
め
る
審
議
会
等
へ
の
積
極
的

　
な
女
性
の
登
用
を
推
進
す
る
た

　
め
「
石
岡
市
女
性
人
材
登
録
制

　
度
」
を
設
け
て
お
り
、
登
録
し

　
た
情
報
を
、
市
の
審
議
会
等
の

　
委
員
候
補
者
選
出
や
事
業
推
進

　
の
た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の

　
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。 

対
象
／
市
内
在
住
18
歳
以
上
の　

　

女
性

問
1
政
策
企
画
課

　
℡
23
・
７
２
７
７

▼
模
範
と
な
る
「
よ
い
子
、
よ
い

　
母
及
び
よ
い
勤
労
青
少
年
」「
地

　
域
の
活
動
等
を
通
じ
て
連
帯
意

　
識
の
向
上
等
に
功
績
の
あ
っ
た

　
少
年
少
女
の
団
体
」「
善
行
者
」

　
等
を
顕
彰
・
表
彰
し
ま
す
。
該

　
当
と
な
る
人
の
推
薦
を
お
待
ち

　
し
て
い
ま
す
。 

申
込
期
限
／
９
月
27
日
金

問
1
社
会
福
祉
課 

　
℡
23
・
５
５
６
９

▼
ま
ち
の
中
に
あ
る
「
屋
外
広
告

　
物
」
を
表
示
す
る
と
き
は
、
原

　
則
市
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
形
成
と

　
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
の

　
点
か
ら
、表
示
場
所
や
大
き
さ・

　
色
彩
等
の
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
は
、
必
要
な
許
可
を

　
受
け
て
適
正
に
表
示
し
ま
し
ょ
う
。 

屋
外
広
告
物
と
は
？ 

　
「
屋
外
広
告
物
」
と
は
、
常
時

　
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て

　
屋
外
で
公
衆
に
対
し
て
表
示
さ

　
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
看
板
・

　
立
看
板
・
は
り
紙
・
は
り
札
・

　
広
告
塔
な
ど
を
い
い
ま
す
。 

問
1
都
市
計
画
課 

　
℡
23
・
５
５
２
３

▼
「
夢
二
式
美
人
」
で
大
正
時
代

　
に
一
世
を
風
靡
し
た
竹
久
夢
二
。

　
肉
筆
の
美
人
画
を
は
じ
め
、
雑

　
誌
の
挿
絵
や
本
の
装
幀
、
海
外

　
で
の
ス
ケ
ッ
チ
等
、
多
彩
な
作

　
品
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
／
９
月
７
日
土
～

　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
27
日
日

時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

場
所
／
茨
城
県
近
代
美
術
館

（
水
戸
市
千
波
町
東
久
保
６
６
６
‐
１
）

入
館
料
／
一
般
９
８
０
円
、
満
70

　
歳
以
上
４
９
０
円
、
他
詳
細
は

　
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
茨
城
県
近
代
美
術
館

　
℡
０
２
９・２
４
３・５
１
１
１

情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 1 石岡市役所本庁舎　2 八郷総合支所 ℡ 43–1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料） 広報いしおか９月１日号　№３３４　　２０　　　　　　　

ご
推
薦
く
だ
さ
い

　
菊
地
四
郎
顕
彰

募　集

女
性
人
材
登
録

制
度
に
登
録
を
！

募　集

空
き
地
管
理
の

　
　
　
お
願
い

おしらせ

屋
外
広
告
物
は

許
可
が
必
要
で
す

おしらせ

県
近
代
美
術
館
で

　
　
竹
久
夢
二
展

おしらせ　
　
　
　
　
　
　
「
舞
妓
舞
扇
」

大
正
６(

１
９
１
７
）
年

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄

建
築
時
に
道
路
後
退

用
地
を
受
け
入
れ
ま
す

おしらせ



2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…　　　　　　　２１　　広報いしおか９月１日号　№３３４

災害時に大切な人を守るため「逃げなきゃコール」に登録を！
離れた場所に暮らす高齢者等の家族に危険が差し迫った場合、家族が直接電話をかけて避難行動を
呼びかける「逃げなきゃコール」の取組を、国土交通省、ＮＨＫ、ヤフー（株）、ＫＤＤＩ（株）
が協力し、開始されました。
問防災対策課　℡ 23-7284

▲ＮＨＫ ▲ YAHOO!JAPAN ▲ａｕ



健康ガイドテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

問 石岡保健センター ℡ 24-1386　八郷保健センター ℡ 43-6655

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

02

03

01
９月の地区健診  

健診項目・個人負担金　※ 70 歳以上は無料
・健康診査（18 ～ 39 歳）：1,000 円
・特定健康診査（40 ～ 74 歳）：1,000 円
・後期高齢者健康診査（75 歳以上）：無料
・肺がん検診（40 歳以上）：300 円
・大腸がん検診（40 歳以上）：500 円
・前立腺がん検診（50 歳以上男性）：600 円
・肝炎ウイルス検査
（40 歳以上で過去受診歴がない人）：1,000 円

当日の受付時間：午前９時 30 分～ 11 時・午後１時 30 分～３時

※健康診査 (39 歳以下 )・大腸がん検診・肝炎ウイ 
　ルス検査を希望する人は事前にお申込ください。
※ S37.4.2 ～ S54.4.1 生まれの男性に風しんの抗体
　検査を実施しています。要申込。
※生活保護や世帯員全員非課税などに該当する人
　は、事前申請により負担金が免除になります。
　詳しくはお問い合わせください。

受診券について（当日、保険証と共に持参）
①18～ 39歳の人：保健センターに事前申込。
②国保加入の40～ 74歳の人：「特定健康診査受診
　券」を持参（保険年金課から郵送済）。 
③国保外の40～ 74歳の方：加入中の医療保険者
　に確認。 
④75歳以上の方：「後期高齢者の健康診査受診券」
　を持参（保険年金課から郵送済）。 

申込受付中！子宮がん・乳がん集団検診

・子宮がん検診（20 歳以上）：1,500 円
・乳がん検診
　- 超音波検査（30 歳～ 65 歳）：1,000 円
　- マンモグラフィ２方向（40 ～ 49 歳）：1,500 円
　- マンモグラフィ１方向（50 歳以上）：1,000 円
・大腸がん検診（40 歳以上）：500 円

※マンモグラフィは 2 年に 1 度の検査です。
※ 40 歳以上 50 歳未満の方は、マンモグラフィ
　と超音波検査の併用検診をお勧めします。
※超音波検診対象の生年月日は S29.4.2~H1.4.1 です。
※大腸がん検診（便潜血検査 2 日法）も同日に　
受ける事ができるようになりました。ご希望の　
方には検査セットを同封いたします。

検診項目・個人負担金※ 70 歳以上は無料

スマートフォンやパソコンでストレス度や落ち
込み度を気軽にチェックできます。自分だけで
なく周りの大切な人のこころの健康も確認でき
ます。ぜひお試しください。 ※結果は医学的診断をするものではありません。

こころの体温、はかってみましょう
こころ、元気ですか？

検診場所：石岡保健センター
受付時間：①午前 10 時～ 10 時 30 分
　　　　　　（乳がん検診のみ）
　　　　　②午後０時 20 分～ 1 時 10 分
　　　　　　（子宮がん・乳がん検診）
定　　員：子宮がん検診　1 日 90 人
　　　　　乳がん検診　　1 日 70 人
　　　　　※定員になり次第、受付終了

９月 20 日 金 国府地区公民館（国府 5-7-1）

９月 24 日 火 恋瀬地区公民館（小見 827-1）

９月 25 日 水 葦穂地区公民館（上曽 1195-1）

９月 27 日 金 小桜地区公民館（川又 746）

９月 ６日金・７日土・９日月

10月 16日水・17日 木

18日 金・27日 日

石岡市　こころの体温計

広報いしおか９月１日号　№３３４　　２２　　　　　　　



「
憲
法
と
は
何
か
を
考
え
る
～
家

族
・
平
和
・
人
権
」

日
時
／
９
月
14
日
土

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

　
（
開
場
は
午
後
１
時
）

会
場
／
常
陽
郷
土
会
館　
常
陽
藝

　
文
セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
三
の
丸

　
１
‐
５
‐
18
）

講
師
／
南
野 

森
氏(

九
州
大
学
教

　
授)

※
事
前
予
約
不
要

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

日
時
／

①
９
月
９
日
月
午
後
１
時
30
分
～

　
４
時
30
分

②
９
月
10
日
火
午
後
１
時
～
４
時

③
９
月
12
日
木
午
前
10
時
～
12
時
、

　
午
後
１
時
～
４
時
、
午
後
６
時

　
～
８
時

場
所
／
①
下
妻
市
商
工
会
館
（
下

　
妻
市
長
塚
74
‐
１
）

②
茨
城
県
弁
護
士
会
館
（
水
戸
市

　
大
町
２
‐
２
‐
75
）

③
茨
城
県
弁
護
士
会
館
土
浦
支
部

　
（
土
浦
市
中
央
１
‐
13
‐
３
大

　
国
亀
城
公
園
ハ
イ
ツ
３
０
４
号
）

実
施
方
法
／
面
談
相
談(

一
人
30
分)

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

①
弁
護
士
会
下
妻
市
部

　
℡
０
２
９
６
・
44
・
２
６
６
１

②
茨
城
県
弁
護
士
会

　
℡
０
２
９・２
２
７・１
１
３
３

③
弁
護
士
会
土
浦
支
部

　
℡
０
２
９・８
７
５・３
３
４
９

問
茨
城
県
弁
護
士
会

　
℡
０
２
９・２
２
１・３
５
０
１

▼
つ
く
ば
市
北
部
に
お
い
て
、「
天

　
皇
陛
下
御
即
位
記
念 

い
き
い
き

　
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９
自
転

　
車
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
競
技
会
」

　
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴

　
い
、
国
道
１
２
５
号
線
、
４
０
８

　
号
線
、
県
道
45
号
線
（
つ
く
ば

　
真
岡
線
）
等
の
一
部
が
通
行
止

　
め
と
な
り
ま
す
。
当
日
コ
ー
ス

　
付
近
を
通
行
さ

　
れ
る
方
は
、
規

　
制
看
板
等
に
従

　
い
迂
回
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

問
つ
く
ば
市
市
民
部
国
体
推
進
課

　
℡
０
２
９・８
８
３・１
１
１
１

　
（
内
線
５
６
１
４
）

講
座
№
／
Ｔ
８

第
二
種
電
気
工
事
士
受
験
対
策

（
技
能
）
Ｂ
講
座

日
時
／
10
月
19
日
土
・
20
日
日
・

　
26
日
土
の
三
日
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

申
込
期
限
／
９
月
２
日
月
～
24
日
火

定
員
／
20
人（
定
員
超
過
時
は
抽
選
）

講
座
№
／
Ｔ
９

第
一
種
電
気
工
事
士
受
験
対
策

（
技
能
）

日
時
／
11
月
９
日
土
・
10
日
日
・

　
16
日
土
の
三
日
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

申
込
期
限
／
９
月
17
日
火
～
10
月

　
８
日
火

定
員
／
15
人（
定
員
超
過
時
は
抽
選
）

共
通
事
項

受
講
料
／
３
０
４
０
円

申
込
方
法
／
土
浦
産
業
学
院
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
往
復
は
が
き

　
に
①
講
座
№
講
座
名
②
氏
名（
ふ

　
り
が
な
）
③
性
別
④
住
所
⑤
電

　
話
番
号
⑥
年
齢
⑦
職
業
⑧
勤
務

　
先
名
を
記
入
の
上
、
申
込
期
間

　
内
（
必
着
）
に
当
学
院
あ
て
郵

　
送
（
一
人
一
葉
）

　
に
て
申
し
込
み
。

問
茨
城
県
立
土
浦
産

　
業
技
術
専
門
学
院

　
℡
０
２
９・８
４
１・３
５
５
１

2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

献血に多大な功績
東日京三電線㈱に感謝状
７月 11 日、石川県立音楽堂において、
第 55 回献血運動全国大会が開催されま
した。その大会において、長年にわたる
献血運動推進への多大なる功績が認めら
れ、東日京三電線株式会社に厚生労働大
臣から感謝状が授与され、８月２日に茨
城県庁で伝達式が行われました。

▲県保健福祉部医療局薬務課長 黒澤 豊彦
氏 ( 写真左）と東日京三電線㈱取締役管理
部長 玉井 利明 氏 ( 写真右 )

問健康増進課
℡ 43-6655（八郷保健センター）

茨
城
県
弁
護
士
会

　
講
演
・
相
談
会

おしらせ

９
月
29
日
日

つ
く
ば
市
交
通
規
制

おしらせ

在
職
者
訓
練

　
　
　
受
講
者
募
集

募　集

子育て
イベント

情報
発信中

　　　　　　　２３　　広報いしおか９月１日号　№３３４



令
和
元
年
度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ

　
少
年
団
市
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会

６
月
22
日
・
旧
有
明
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

４
年
生
の
部
優
勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡
Ａ

５
年
生
の
部
優
勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡
Ａ

６
年
生
の
部
優
勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡

月
例
（
５・６
月
）

　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

５
月
25
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
城
南
チ
ー
ム

６
月
22
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
東
光
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

第
19
回
石
岡
市
近
隣
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
大
会

６
月
30
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

体
育
館

団
体
戦
一
部
優
勝
／
恋
南
Ａ

団
体
戦
二
部
優
勝
／
石
岡
北
Ｄ

令
和
元
年
度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
市
長
杯
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

７
月
６
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

男
子
の
部
優
勝
／

東
少
年
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
恋
南
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
（
連
合
）

女
子
の
部
優
勝
／
東
少
年
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
Ａ

第
16
回
石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ
ブ
杯

大
会

７
月
５
日
・
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部
優
勝
／
和
島　
勝

女
子
の
部
優
勝
／
菊
池　
瑛
子

第
14
回
石
岡
市
長
杯
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

７
月
13
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部
優
勝
／
友
部　
富
知
夫

女
子
の
部
優
勝
／
永
瀬　
輝
子

スポーツ情報テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800 － 800 － 7766

㉄ 石岡保健センター ℡ 24-1386　八郷保健センター ℡ 43-6655

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120︲99︲6907（通話料無料）

大
会
結
果

スポーツ

団体：石岡アート協会
石岡アート協会は、会員 150 名、６つの部門（日
本画・洋画・彫刻・工芸美術・書・写真）があ
り、会員が制作した作品の展示をしたり、芸術
鑑賞会などを実施しています。
とき：７月９日　参加者：12 名

参加者から出た意見
・八郷総合支所１階多目的ホール「郷の風」は、
市民主体の文化活動を育成・支援する場所であ
る。少人数への貸出が出来ない基準となってい
るので、多くの方が使いやすいように基準を見
直してはどうか。 

 ・使用料は、現在の無料貸し出しが望ましいが、
設備を充実させるための費用を捻出させる方法
として、有料化も一つの考え方である。 

＼市長と話そう！／　タウンミーティング

　タウンミーティングとは、市長自らが地域や
団体の皆さんのもとに出向き、より良いまちづ
くりのためにお話を伺う制度です。

※自治会やボランティアグループなど 10 人以
上であれば、随時申し込みを受け付けています。
㉄秘書広聴課　℡ 23-7274

・施設の年間スケジュールを一般にも公表して、
誰でも利用しやすいホールにしてほしい。 

・展示会等のＰＲをしても、電車やバスで支所
まで行くことは大変難しいので、支所の敷地内
まで乗り入れする路線バスなどの交通手段の整
備が必要である。

シリーズ 51
美術展の会場確保などについて

2019 年 9 月 29 日～ 10 月 2 日

いきいき茨城ゆめ国体
石岡市ホームページ
いきいき茨城ゆめ国体いきいき茨城ゆめ国体

広報いしおか９月１日号　№３３４　　２４　　　　　　　



８
月
５
日
（
月
）

陸
前
浜
街
道
の
歩
み

　
陸
前
浜
街
道
は
、
明
治
初
期
、
国

道
６
号
に
政
府
が
つ
け
た
名
称
で
、

今
で
も
年
配
者
が
そ
の
名
を
口
に

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
た

の
は
昭
和
30
年
以
降
で
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
東
京
方
面
か
ら
幸
町
～
守

木
・
中
町
・
香
丸
の
目
抜
き
通
り
を

経
て
泉
町
へ
直
角
に
曲
が
り
、
一
里

塚
を
過
ぎ
た
杉
並
街
道
が
水
戸
方

面
へ
向
か
う
国
道
で
し
た
。
市
街
地

は
車
社
会
の
進
展
に
つ
れ
、
渋
滞
が

慢
性
化
し
、
交
通
事
故
も
多
発
す
る

よ
う
に
な
り
、
広
く
真
直
ぐ
な
国
道

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
今
の
国
道
６
号
で
、
完
成

当
時
は
「
こ
ん
な
に
広
い
道
路
が
必

要
な
の
」
と
首
を
傾
げ
る
人
が
多
く

い
ま
し
た
。

　
新
国
道
整
備
に
際
し
、
府
中
六
井

の
一
つ
「
室
ヶ
井
」
が
消
え
て
い
き

ま
し
た
。
千
年
も
の
間
地
域
で
崇
め

ら
れ
て
き
た
聖
な
る
泉
で
す
か
ら
、

地
元
の
関
係
者
が
井
戸
供
養
を
催

し
、
消
滅
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
今
残
る
の
は
杉
の
井
と
野
々
井

と
石
井
で
、
杉
の
井
と
野
々
井
は
現

在
は
涸
れ
井
戸
だ
そ
う
で
す
。
水
が

出
る
の
は
若
宮
に
あ
る
「
石
井
」
だ

け
で
、
そ
こ
に
は
あ
る
古
歌
が
残
っ

て
い
ま
す
。

～
涼
し
さ
に 

千
歳
を
か
け
て
契
る

　
か
な　

　
石
井
の
水
の
清
き
流
れ
に
～

　
ち
ょ
う
ど
今
日
は
６
号
バ
イ
パ

ス
中
央
要
望
で
、
石
井
啓
一
国
土
交

通
大
臣
に
こ
の
古
歌
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　
大
臣
室
で
市
議
会
の
池
田
議
長

や
菱
沼
副
議
長
と
共
に
、
石
井
大

臣
に
要
望
内
容
を
説
明
し
終
え
、

私
は
言
い
ま
し
た
。

「
石
井
大
臣
、
石
岡
に
古
く
か
ら
あ

る
名
泉
に
伝
わ
る
古
歌
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
」

　
用
意
し
て
い
た
紙
を
手
渡
す
と
、

大
臣
の
端
正
な
顔
が
満
面
の
笑
み

に
変
わ
り
ま
し
た
。

「
良
か
っ
た
ね
、
石
井
の
古
歌
。
来

年
の
バ
イ
パ
ス
予
算
ア
ッ
プ
か
も
」

同
席
し
て
く
れ
た
地
元
国
会
議
員

の
先
生
た
ち
が
、
楽
し
そ
う
に
見

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。文

・
今
泉
文
彦

2019 いきいき茨城ゆめ国体 正式競技「バドミントン」
とき　令和元年 9 月 29 日～ 10 月２日　　ところ　石岡運動公園体育館

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

市
長
日
記

Vol.47

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
建
築
士
会
に
よ
る
絵
画
展

『
未
来
に
自
分
が

　
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
や
家
』

日
時
／
９
月
21
日
土

　
　
～
10
月
２
日
水
午
後
５
時

●
ま
ち
か
ど
学
習
会　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
（
入
場
無
料
）

娘
と
し
て
偲
び
、
日
本
人
と
し

て
伝
え
た
い
「
私
の
父
も
そ
こ

に
い
た
」
～
証
言
に
よ
る
ベ
ト

ナ
ム
残
留
日
本
兵
の
存
在
～

▼
な
ぜ
父
は
ベ
ト
ナ
ム
に
残
っ

た
の
か
。
真
実
が
知
り
た
い
。

証
言
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
は
…

日
時
／
９
月
11
日
水

　
　
　
午
前
２
時
か
ら

●
い
し
お
か
の
お
祭
り
に
伴
う

休
館
日
の
お
知
ら
せ

▼
９
月
14
日
土
～
16
日
月
は 

開
館
し
て
い
ま
す
が
、
通
常
の

業
務
を
休
み
ま
す
。
12
日
木
～

19
日
木
休
館
し
、
20
日
金
か
ら

開
館
し
ま
す
。

●
第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

「
サ
ン
ド
市
」

今
月
は
、
石
岡
の
お
ま
つ
り
の

た
め
お
休
み
し
ま
す
。

 　
　
　

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び

あ
い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぶ
。
初

心
者
、
大
歓
迎
。　

日
時
／
９
月
２
日
・
９
日
月

午
前
10
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時
、
３
～
５
時　

資
料
代
／
５
０
０
円

 　
　
　

●
歴
史
カ
フ
ェ
（
参
加
自
由
）

▼
石
岡
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
９
月
30
日
月

　
　
　
午
後
２
時
か
ら

案
内
人
／
矢
口
輝
行
氏

　
（
ま
ち
か
ど
歴
史
案
内
人
）

 

資
料
代
／
３
０
０
円

 

９
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◆
心
と
身
体
の
健
康
相
談

▼
常
時
、
血
圧
が
測
れ
よ
う
に

血
圧
計
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

不
定
期　
午
前
10
時
30
分
～
午

後
１
時

◆
折
り
紙
教
室　
28
日
土

◆
ち
り
め
ん
小
物　

　
７
日
土
、
21
日
土

◆
ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

毎
月
第
１
水
曜
日
（
今
月
は
４

日
）
午
前
10
時
か
ら

出
店
自
由
、
参
加
者
募
集
中

℡
２
７・５
１
７
１

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～

　
　
午
後
８
時（
木
曜
休
館
）

※
駐
車
場
は
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車
場（
向
か
い
側
）

臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　２５　　広報いしおか９月１日号　№３３４



防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

９
月
11
日
水
～
30
日
月
は
、
蔵
書

点
検
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
入
替
の
た

め
休
館
し
ま
す

休
館
す
る
施
設

・
中
央
図
書
館
、
こ
ど
も
図
書
館

　
本
の
森

・
中
央
・
東
地
区
・
城
南
地
区
公

　
民
館
図
書
室

休
館
中
に
返
却
し
た
い
時
は
…

▼
返
却
ポ
ス
ト
（
中
央
図
書
館
玄

　
関
脇
）
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
の
図
書
は
壊

　
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
返
却
ポ

　
ス
ト
に
入
れ
ず
開
館
日
に
直
接

　
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ

　
い
。
な
お
各
公
民
館
で
も
本
・

　
雑
誌
は
返
却
す
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

　
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
お
願

　
い
し
ま
す
。

 

８
月
27
日
火
～
９
月
10
日
火
は

　
　
　
貸
出
期
間
を
延
長
し
ま
す 

▼
貸
出
期
間(

雑
誌
は
除
く)

を

　
３
週
間
に
延
長
し
ま
す
。

和
49
年
の
第
29
回
国
民
体

育
大
会
（
水
と
緑
の
ま
ご

こ
ろ
国
体
）
で
は
石
岡
地
区
が
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
開
催
地
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
石
岡
地
区
で
は
、「
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
出
場
選
手
、
審
判
員
は

地
元
か
ら
」
を
目
指
し
、
市
内
関

係
機
関
団
体
や
各
学
校
の
協
力
に

よ
り
、
地
元
選
手
の
強
化
及
び
審

判
員
の
養
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
選
手
の
強
化
で
は
、
市
内
高
校

生
の
強
化
が
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
昭
和
47
年
７
月
に
石
岡
一
高

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
結
成
さ
れ
、

放
課
後
、
午
後
10
時
ま
で
猛
練

習
、
ま
た
、
月
に
１
回
は
遠
征
・

合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
第
29
回
国
体
で
は
石
岡
一
高

の
生
徒
を
主
体
と
す
る
高
校
男
子

が
４
位
、
石
岡
二
高
の
生
徒
が
加

入
す
る
高
校
女
子
は
５
位
と
い
う

好
成
績
を
収
め
、
茨
城
県
の
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
総
合
３
位
に
貢
献
し
ま

し
た
。

　
審
判
員
の
養
成
で
は
、
市
内
関

係
機
関
団
体
に
推
薦
を
依
頼
し
、

十
数
回
に
わ
た
り
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
53
人
の
公
認

審
判
員
が
誕
生
し
、
そ
の
多
く
が

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
役
員
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。

　
国
体
開
催
を
き
っ
か
け
に
、
市

民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま

り
ま
し
た
。
学
校
で
は
一
般
市
民

に
運
動
場
や
体
育
館
が
開
放
さ

れ
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
特
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
認

知
度
は
急
激
に
高
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
49
年
茨
城
国
体
の
足
跡

　
―
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
充
実
―

期
間
／
11
月
４
日
月　
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
　
　
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

※
月
曜
休
館(

祝
日
の
場
合
は
翌
日)

図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

【9 月の休館日】 2 日月・9日月・11 日水～ 30 日月

時の記憶
シリーズ 162

昭

問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1323）

昭和 49 年茨城国体
　～バトミントン競技
　　　　　開催に向けて～

広報いしおか９月１日号　№３３４　　２６　　　　　　　

祝

▶
第
29
回
国
体
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
競　

　
技
の
様
子（
提
供
：
太
田
晃
氏
）

図
書
館
休
館
日
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

＼　参　加　無　料　／
中央図書館　創立 130 周年記念イベント 

北村薫対談「本と本づくり」 
直木賞作家の北村薫さんと新潮社編集者の北村暁子さんが、書かれた小説が雑誌に掲
載されたり、単行本になるまで等、本にまつわるあれこれを対談します。 
■日　　時　　　10 月 13 日日　午後２時～ 
■会　　場　　　中央図書館　読書室（３階） 
■申込方法　　　9 月 3 日火から図書館へ直接または電話で申し込み。
■申込受付時間　午前９時～午後５時　※９月 11 日～ 30 日は電話のみ受付 ( 土日祝除く）

９月のおはなし会（こども図書館本の森）
ひよこのおはなしかい　９月５日木
おはなし玉手箱　９月７日土
※時間はどちらも午前 10 時 30 分～

北村 薫氏
1949 年埼玉県生まれ。

「鷺
さぎ

と雪」で直木賞受賞。
他に「夜の蝉」「スキップ」

「ひとがた流し」など。



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

石
岡
俚
謡
会府　

中　
　
小
川
野　
蛙

木
々
を
渡
っ
て 

鳴
く
カ
ッ
コ
ウ
に

　
朝
は
こ
と
さ
ら　
透
き
と
お
る

　
　
若　
松　
　
川
崎　
洋
子

ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と　
夏
風
ま
か
せ

　
タ
チ
キ
ア
オ
イ
の　
花
ダ
ン
ス

南　
台　
　
　
香
倶
耶
姫

灼
け
た
砂
浜　
行
っ
た
り
来
た
り

  「
好
き
」
と
言
え
な
い　
青
い
夏

国　
府   　
坂
下　
蜻
蛉

背せ
た
け丈
追
い
越
す　
夏
草
わ
け
て

　
　
　
遠
い
ふ
る
里　
過
疎
の
家

山　
崎　
　
若
色　
　
茂

あ
れ
は
や
っ
ぱ
り
オ
レ
オ
レ
詐
欺
だ

　
　
　
う
ち
の
婆
様　
見
抜
い
て
た

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
南　
台　
　
菅
野　
憲
枝

川
鵜
立
つ
今
日
休
漁
の
舟
溜
り

東
田
中　
　
川
島　
市
郎

梅
雨
晴
や
畑
一
面
草
の
海

石　
川　
　
田
口　
美
子

夕
端
居
同
じ
思
い
出
夫
も
言
う

　
三　
村　
　
田
端　
俊
行

ネ
オ
ン
街
若
者
引
き
込
む
蟻
地
獄

　
　
細　
谷　
松
﨑　
淑
子

穂
孕
み
の
青
田
一
望
濃
き
淡
き

や
さ
と
俳
句
会

瓦　
谷　
　
鈴
木　
恵
子

雲
の
峰
越
え
て
ジ
ェ
ッ
ト
の
音
遠
く

瓦　
谷　
　
石
田　
清
美

ひ
っ
そ
り
と
咲
く
も
床
し
や
蓮
の
花

　
瓦　
谷　
　
山
崎　
景
子

大
堤
隔
て
蓮
田
と
湖
と

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

井　
関　
木
間
場　
具
子

八
女
茶
摘
み
父
の
語
り
し
水
戸
農

高
の
教
え
と
同
じ
一
芯
三
葉

東
大
橋　
　
森　
美
千
瑠

白
が
ね
に
光
り
て
空
を
ゆ
く
一
機

夫
と
旅
せ
し
日
の
な
つ
か
し
き

〈
短
歌
〉

山　
崎　
　
荒
井　
　
幸
子

難
解
な
パ
ズ
ル
に
じ
っ
く
り
挑
み

た
る
日
が
な
し
と
降
る
雨
の
休
日

柴　
内　

  　
羽
生　

  　
俊

初
盆
や
廻
る
提
灯
飾
る
な
り
夫
の

遺
影
の
笑
顔
見
え
た
る

文芸いしおか

　
南　
台　
海
老
澤　
明
子

空か
ら

梅
雨
と
こ
れ
を
ば
言
ふ
か
窓
の

外と

の
曇
れ
る
空
を
仰
ぎ
て
ゐ
た
り

八
郷
短
歌
会

　
山　
崎　
　
鈴
木　
　
菫

ペ
リ
リ
ュ
ー
島
よ
り
帰
還
の
師
の

熱
き
語
り
今
も
忘
れ
じ
小
六
の
夏

山　
崎　
西
口　
は
ま
子

時ほ
と
と
ぎ
す鳥

・
小
綬
鶏
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
朝
に

採
れ
た
て
胡
瓜
を
サ
ラ
ダ
に
刻
む

南　
台　
　
秋
野　
も
み
じ  

結
婚
記
念
日　
あ
な
た
と
わ
た
し

　
　
　
令
和
五
月
の　
明
る
い
日

総　
社　
　
　
暁　
　
夢
華

芋
の
葉
の
露　
こ
ろ
こ
ろ
揺
れ
て

　
　
透
け
て
七
色　
陽
に
キ
ラ
リ

細　
谷　
　
髙
橋　
　
真
希

夏
の
気
配
を　
感
じ
る
夕
べ

　
　
少
し
寄
り
道　
し
た
く
な
る

東
石
岡　
　
惣
野
代　
英
子

明
日
も
元
気
で　
あ
か
る
い
笑
顔

　
　
俚う
た謡
が
支
え
る　
八
十
路
坂

い
し
お
か
川
柳
会

杉　
並　
　
助
川　
　
浩
史

初
恋
は
永
久
保
存
胸
の
中

小　
幡　
　
高
橋　
　
房
子

飲
み
仲
間
ぼ
や
き
合
い
つ
つ
千
鳥
足

　
　
柿　
岡　
　
永
瀬　
　
敬
子

山
の
名
を
知
ら
ず
盆
地
に
生
き
て

い
る

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文化協会だより
　私たちの連合会は、石岡市を中心とし、
近隣の皆様方のご協力をいただき、年１回、
10月の体育の日に大会を開催しています。  
　詩吟を通じて吟詠と吟舞を愛する会員が
一堂に会し、各々が親睦を深めながら日頃
の練習研鑚の成果を十分に発揮し、日本の
価値ある伝統芸術を後世に受け継ぎ、今後
の吟舞会発展のためにお役に立てることを
目標にして活動している会です。 
会員／約 100 名 
年会費／大会時に参加費 1000 円 
問石岡吟詠詩舞連合会 ℡ 26-2201（狩谷） 

神楽奉納
日時／ 9 月 12 日木・9 月 13 日金
　　　午後 7 時～午後 11 時
場所／柿岡八幡神社   
問太々神楽保存会　℡ 43-0084（木村） 

大正琴演奏会
日時／ 9 月 21 日土
　　　午前 11 時、午後 2 時
場所／茨城県フラワーパーク
　　　フラワードーム前広場
問石岡大正琴愛好会　℡ 24-0588（沖田） 

第 13 回
石岡吟詠詩舞連合会

川
柳

　　　　　　　２７　　広報いしおか９月１日号　№３３４



わが家のアイドル

令和元（2019）年9月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　℡ 0299-23-7275　〒315-8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1
ホームページアドレスhttps://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールkouhou@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　    環境にやさしい植物油インキを使用しています。

■市内在住の未就学児のお子さんの写真を広報紙に掲載しませんか？
　詳しくはお問い合わせください。　問秘書広聴課　℡ 23‒7275 年齢・月齢は写真撮影時のもの

床枝聡
そうま
真ちゃん

（1か月）
（石岡）

はじめての笑顔♡健
康で元気におっきく
なってね！

吉崎皇
おうが
雅ちゃん

（7か月）
（高浜）

いつもニコニコして
毎日癒してくれる！
元気に育ってね！

石岡のおまつり

「あなたが見つけた」石岡のおまつりの素敵な一場面を教えてください。
募集期間　令和元年 9月２日月～ 9月 20 日金
応募資格　誰でも可（ただし国内在住者に限る）

Instagram で石岡市観光協会公式アカウントを
フォロー (アカウント名@ishioka_photo)Step1

ハッシュタグ「＃いしおかフォトコンテスト」
「＃石岡のおまつり」の両方をつけて投稿Step2

入選者には Instagram ダイレクトメッセージで
ご連絡します。Step3

賞品

観光協会長賞
JTB商品券 1万円分&石岡市特産品

名
様

「あなたが見つけた」石岡のおまつりの素敵な一場面を教えてください。

　  ＃いしおか
 フォトコンテスト

一般部門（石岡市の観光写真）の募集期間は令和元年 9月 2 日～
令和 2年 1月 17 日。詳しくは、石岡市観光協会 ℡ 23-7741 まで。

応募方法 必ず要綱をご確認の上、ご応募ください。対象は今年の石岡のおまつりのみです。

文字入れや組み写真などの
写真の加工はNG。
画質の補正は可です

アカウント検索は
こちらから→
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